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Ⅰ.はじめに

本邦の血被透析患者は､原疾患として糖尿

病性腎症が年々増加しており､高齢化が進ん

でいるため､血管病変の進行が問題とされて

いる カ｡また､低栄養状態も加わり､これら

が生命予後に大きく関与すると考えられてい

る｡

Ⅱ.日的

当院透析患者のCAm､ABI､頚部超音波検

査における肌 ､GNRIを評価し､現状を把

握した｡

GNRIとはGeriatricNutritionalRbkIndex

の略であり､元は高齢者の栄養指標として用

いられたものである 3)｡透析患者の栄養状態

を評価する指標は数種類あるが､その中でも

簡便で､ある程度信頼性が得られていること

からGNRIを用いた｡

GNRI=14.89×血清 Alb 借 (g/dD+41.7×

(DW/IBW)

ただしDW>IBWのときは 1とする｡

GNRI92未満は栄養障害あり､92以上は栄

養障害なしと判断される｡

Ⅱ.対象

調査対象は当院外来透析患者 (84例)で､

平均年齢は69.3土11.2歳､平均透析歴 4.7土4.6

年であった｡
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男女比は 1.7:1で､糖尿病を有する患者は全

体の64%であった｡

Ⅳ.結果

両側の CAVIは平均 9.0以上であり､ABI

ではO.89以下が全体の5%であった (図 1,

図2)｡
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IMT1.1mm以上の動脈硬化は全体の12%で

認められた (図3)0
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GNRI92未満は全体の約36%であった(図4)｡
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V.考察

当院において､GNRI92未満の患者が約 4

割存在し､多数の患者が栄養障害を有してい

るのではないかと考えられた｡今後想定され

る動脈硬化の進行を考慮し､生命予後の向上

のためにも､これらの経時な評価と考察が必

要であると考えている｡今回の検討をふまえ､

Ca､Pとの関連性についても調査をおこなっ

ていきたいと考えている｡
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